
サービス契約期間満了のお知らせ

お客さまがご契約の
「遠隔見守りサービス メール通知プラン」は
契約後5年で満期となります。

▶ 5年経過後 サービスの継続を希望される方

▶ 5年経過後 サービスの継続を希望されない方

メール通知プラン1年をご購入いただくことで、最大7年まで延長が可能です。
詳細は担当営業までお問い合わせください。※長期保証サービスの契約延長はできません。

5年後（現在） 6年後
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メール通知プラン
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メール通知プラン1年を契約していただくことで
死活監視通知機能の1年ごとの延長が可能

※最大7年まで延長が可能です

メール通知プラン利用開始後、
7年でサービス提供可能期間終了

メール通知
プラン1年

メール通知
プラン1年

満期日にて契約が終了となります。契約後の機器動作につきましては下記をご参照ください。

利用可能
本体機器の録画は継続し、無線LAN経由での
記録映像ダウンロード/再生は使用可能です。

利用不可
クラウドサーバーとの通信が行われなくなるため、
以下の機能が使用できなくなります。

① 死活監視（機器の状態確認）
② メール通知機能
③ タウンレコーダー内部時計の自動補正
　 ※最大±10秒/月の誤差が発生します。

無線
LAN

使えなくなります！

クラウドサーバー



現地に出向いての
映像ダウンロード作業が面倒

タウンレコーダーを設置している場所（公園など）に音声放送したい

遠隔地からパソコンで
ライブ映像を見たい

PHS/IP電話は
ご利用いただけません

（有料）
（有料）

商品価格・在庫・修理に関するお問い合わせ 技術的なお問い合わせ

（土日、　祝日除く）
個人情報の取扱方針は、弊社ホームページをご覧ください。 （https://www.toa.co.jp/privacy.htm）

●長く安心してお使いいただくため、定期的な保守点検をお勧めします。  
●保守点検については、お買い上げの販売店へご相談ください。

●ご使用前に「安全上のご注意」および「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使いください。 ●製品は本来の用途以外には使用しないでください。
●取付・接続に電気工事等が必要な場合は、お買い上げの販売店または専門業者にご相談ください。 ●製品を天井等に取り付ける際は、十分に耐えられる強度のある場所に取り付けてください。

安全に関するご注意

●日本国内専用品のため、海外ではご使用になれませんのでご注意ください。 ●製品の色は印刷のため実物とは多少異なる場合があります。 ●犯罪抑止や事故防止等を意図して設計・製造しておりますが、
本システム単独で、犯罪の防止や安全を保証するものではございません。万一、事件・事故等による被害・損害が生じた場合でも、当社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 ●セキュリティ機器使
用時には個人情報の取扱いにご注意ください。詳しくは弊社ホームページをご覧ください。（https://www.toa.co.jp/products/security/privacy.htm） ●ネットワーク機器使用時にはセキュリティ対策が必
要となります。詳しくは弊社ホームページをご覧ください。（https://www.toa.co.jp/products/attention.htm） ●製品価格には、設置調整費用、電気工事費用、使用済み商品の引取り費用等は含まれており
ません。 ●改良のため予告なく仕様・価格等を変更する場合があります。 

お困りではございませんか？
G-R2シリーズご利用中のお客様は遠隔操作対応モデルへのお買い換え、
G-R3シリーズご利用中のお客様はプラン変更により、お困りごとや新たな要望にお応えします。

遠隔操作対応モデル(＊1)

では、タウンレコーダー
に記録された録画データをイン
ターネット経由でパソコンにダウ
ンロードすることができます。

遠隔操作対応モデル(＊1)

では、タウンレコーダーの
ライブ映像を遠隔地から確認で
き、複数のタウンレコーダーの
ライブ映像を多分割表示（4 or 6
画面）することもできます。

(＊1)　�遠隔操作対応モデルの“サービスプラン”によって、実行できる機能が異なります。 プラン詳細のお問い合わせ、およびカタログのご請求等については取扱い店また
は最寄りの営業所へお申し付けください。

遠隔操作対応モデル(＊1)では、タウンレコーダーにスピーカーを接続することで、
遠隔地から放送することができます。放送方法はパソコンに接続したマイクから 

行う「マイク放送」、あらかじめカメラに音源を登録しておき、それを再生する「音源放送」
の2種類があります。
音源放送は放送スケジュールを組むことができるため、定期放送を行うことができます。
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https://www.toa.co.jp/

